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講座シンポジウムを 6 月 8 日に開催いたし
ました。ここにあります霞山会という「霞
山」は、東亜同文会の会長であり東亜同文書
院を創った近衞篤麿公の雅号です。シンポ
ジウムで挨拶をされました霞山会理事長の
池田維様は、外務省アジア局長、官房長、オ
ランダ特命全権大使、ブラジル特命全権大
使、交流協会台北事務所代表を歴任されて
おり、平成天皇が中国に初めて訪問された
時は外務省アジア局長として対応をなされ、
天皇がオランダを訪問なされたときにもオ
ランダ大使としてお仕事をなされた方です。
時代が「令和」にかわった今年、NHK ほか
テレビ特集番組に、平成天皇の足跡に纏わ
る番組が放映され、何度も出演なされてい
ました。 
本学は、霞山会とのつながりを深くしつ
つ、東亜同文会、東亜同文書院を大切に引き
継いでおります。 
 
 まとめ 
東亜同文書院大学記念センターは、愛知
大学の大学史に係る広がりと繋がりを公開
するために様々な事業展開をしている、と
いうことをご理解いただけましたら幸いで
す。 
愛知大学記念館への来館者は海外からの
方もいらっしゃいますし、大学関係者の
方々も研究目的としていらっしゃいます。
近隣の方々、学生を含めて毎年 5 千名を数
えます。JR のさわやかウォーキングの立ち
寄りポイントに選ばれることや、先ほども
お話したように平松礼二特別展覧会等々も
開催しています。みなさまのご来館をお待
ちしております。ご清聴、ありがとうござい
ました。 
 
＊写真は、株式会社 ROBOZ 石田氏による
ドローン撮影の一部を引用した。 
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